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昭和初期のバザーの出店　開港記念バザーだと思われる　　　　　 　 夜光昭三郎家資料

横
浜
市
で
は
、
慈
善
的
な
バ
ザ
ー
で
は
な

い
も
の
と
し
て
は
、
一
九
二
〇
年
に
始
ま
っ

た
開
港
記
念
バ
ザ
ー
が
著
名
で
あ
る
。
こ
れ

は
多
数
の
商
店
が
出
店
す
る
バ
ザ
ー
で
あ
り
、

太
平
洋
戦
争
を
挟
ん
だ
一
一
年
間
を
除
く
と

現
在
ま
で
連
綿
と
継
続
さ
れ
、
開
港
記
念
イ

ベ
ン
ト
の
主
要
な
存
在
で
あ
る
（『
祝
賀
横

浜
開
港
記
念
バ
ザ
ー　

第
五
〇
回
』・『
横
浜

市
史
稿
』
風
俗
編
）。

こ
の
よ
う
な
全
市
的
な
バ
ザ
ー
だ
け
で
な

く
、
地
域
振
興
の
バ
ザ
ー
が
昭
和
初
期
に
も

行
わ
れ
て
い
た
。
き
っ
か
け
と
し
て
は
、
震

災
復
興
や
昭
和
天
皇
の
即
位
を
記
念
し
て
始

め
ら
れ
（「
御
大
礼
記
念
」）、
こ
れ
を
見
た
他

の
地
域
で
も
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一

九
三
一
年
六
月
に
は
、「
バ
ザ
ー
流
行〔
略
〕

保
土
ヶ
谷
、
鶴
見
、
野
毛
山
と
初
夏
の
浜
に

オ
ン
パ
レ
ー
ド
」
と
の
見
出
し
で
、
既
に
終

了
し
た
神
奈
川
・
掃
部
山
・
開
港
記
念
、
こ

れ
か
ら
の
保
土
ヶ
谷
・
鶴
見
・
野
毛
山
の
各

バ
ザ
ー
が
あ
る
と
伝
え
て
い
る
（
横
貿
六
・

六
）。

掃
部
山
バ
ザ
ー

掃
部
山
公
園
を
会
場
に
行
わ
れ
る
バ
ザ
ー

は
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年
初
め
頃
か
ら

計
画
が
た
て
ら
れ
、
五
月
に
は
、
七
月
一
日

〜
四
日
の
期
日
で
地
元
有
志
の
発
案
で
計
画

さ
れ
、
第
一
回
協
議
会
に
お
い
て
委
員
長
石

原
菊
太
郎
、
委
員
一
〇
名
を
決
め
る
筈
と
報

じ
ら
れ
た
（
横
貿
五
・
一
二
）。
石
原
は
、
戸

部
町
で
紙
類
や
茶
類
を
販
売
、
ま
た
諸
会
社

に
か
か
わ
る
有
力
者
で
、
政
友
会
の
市
議
で

あ
っ
た
。
な
お
、
開
港
記
念
バ
ザ
ー
は
、
例

年
は
七
月
一
日
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
が
、
同

年
か
ら
記
念
日
が
六
月
二
日
に
変
更
と
な
っ

た
た
め
に
バ
ザ
ー
の
日
程
も
移
動
し
て
い
た
。

こ
の
掃
部
山
に
お
け
る
バ
ザ
ー
は
、
も
と
の

開
港
記
念
日
か
ら
開
催
の
予
定
で
あ
っ
た
。	

主
催
は
「
御
大
礼
記
念
に
本
市
の
急
務
と
す

る
商
工
業
振
興
に
資
す
る
目
的
で
誕
生
し
た

掃
部
山
バ
ザ
ー
協
会
」
で
、
会
場
内
各
所

に
ぼ
ん
ぼ
り
を
設
置
し
、
井
伊
像
前
広
場
に

は
大
余
興
場
を
設
置
し
芸
妓
の
手
踊
り
・
茶

番
・
音
曲
な
ど
を
公
開
、
会
場
外
の
岩
亀
横

丁
・
戸
部
の
公
園
入
口
・
紅
葉
坂
の
三
箇
所

に
大
ア
ー
チ
の
設
置
、
特
設
店
の
外
、
一
般

売
店
は
一
四
〇
小
間
（
一
小
間
二
五
円
）
で

公
園
広
場
と
県
庁
官
舎
・
紅
葉
坂
口
ま
で
設

置
す
る
な
ど
の
計
画
で
あ
っ
た
（
横
貿
六
・

二
〇
）。そ
の
後
、
準
備
が
進
み
、
銅
像
前
広

場
外
一
箇
所
の
広
場
に
設
置
さ
れ
る
特
設
店

が
二
〇
、
園
内
通
路
、
県
庁
官
舎
・
裁
判
所

官
舎
付
近
に
設
置
さ
れ
る
普
通
売
店
は
一
三

三
店
ほ
ど
で
、
二
日
に
は
「
大
仮
装
会
」
を

行
う
予
定
と
伝
え
て
い
る
（
横
貿
六
・
二
六
）。

ま
た
、
余
興
で
は
、
手
品
奇
術
や
舞
踊
・
手

踊
り
な
ど
と
共
に
、
三
日
夜
に
は
松
竹
の
女

優
柳
咲
子
・
東
栄
子
・
田
中
絹
代
等
の
挨
拶

な
ど
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、「
開
港
バ
ザ
ー
に

劣
ら
ぬ
／
余
興
で
人
気
を
呼
ぶ
」
と
の
目
論

見
で
あ
っ
た
（
横
貿
六
・
七
、
二
八
）。

バ
ザ
ー
初
日
の
七
月
一
日
は
幸
い
梅
雨
晴

れ
と
な
り
、
九
時
か
ら
銅
像
前
広
場
に
お
い

一
九
三
〇
年
前
後
の

地
域
振
興
バ
ザ
ー

4月18日（月） 、5月16日（月）、
6月20日（月）～23日（木）、7月19日（火）、
8月15日（月）、9月20日（火）

◇ 休 室 日 の ご 案 内 ◇

【寄贈資料】

《市史資料室たより》
　横浜市史資料室では、このたび展示会「戦
後横浜の復興を支えた文化人たちー牧野
勲をめぐる人々ー」を開催いたしました。
会期中は多くの方々にお越しいただき、ア
ンケートを通じて貴重なご意見・ご感想な
ど数多くお寄せいただきました。
　また、12月19日に行いました記念講演
会「牧野勲と戦後横浜の文化人たちー牧
野薊が語る父　勲」には73名の方々にご
来場いただきました。スライドや講演会で
横浜の文化人について、当時の状況ととも
にわかりやすい解説がなされた点など、ご
好評をいただきました。特に質疑応答では、
皆さまからの質問に、直接牧野薊氏が回答
されて話が弾む場面もあり、大変有意義な
講演会となりました。
　展示会で使用しました写真、及び展示ケー
スでご紹介しました写真パネル「牧野家の
人びと」は、そのコピーを引き続き市史資
料室でご覧いただけます。
　閲覧室ではその他、昭和の横浜に関する
図書・新聞なども取り揃えております。調
べものやお探しの資料などございましたら、
どうぞお気軽にご来室ください。皆さまの
ご利用をお待ちしております。

【『横浜市史資料室 紀要』第1号のお知らせ】
　横浜市史資料室では、調査・研究の成果を
発表し、開室から現在までの市史資料室の
活動をまとめて報告する紀要を発行します。
【目次】　創刊の辞／開港記念日の変更／
戦後横浜における文化行事の復興と文化人
／昭和恐慌期、横浜市における私設日用品
小売市場／関東大震災と『横浜貿易新報』ー
震災臨時号の分析を中心にー／資料紹介　
丹羽鋤彦と帝都復興1ー東京市河港課「震
火災の一周年を迎かひて」ー／横浜市史資
料室の活動記録／資料をご寄贈いただいた
方々
価格500円（税込）、市民情報センター（横
浜市役所1階）で販売。

【市史資料室展示コーナーのご案内】
　展示コーナーでは、「市庁舎建設写真」数点、及び牧
野勲関係資料・スクラップブック「舞踏の蒐集」より一
部資料を写真パネルで展示中です。どうぞご覧ください。

¡中林　晴江様
™池　芙紀子様
£横浜小学校同窓会代表　岡本　陽様

¢森田　廣成様
∞手島　温子様

§相澤　詔二様

¶川上　桂司様

•小糸　光子様

馬場浜子「関東大震災のお話」（複製）
写真4点（横浜小学校写真 他）

横浜小学校関係資料（追加）「横
浜国民学校 終了記念アルバム」
（昭和13年3月）他 50点
「衣料切符」1点
「渡辺歌郎感要漫録抜粋」
「薬価調査録」他 9点
「横浜市蔬菜標準荷造撰別規格」
「飼料作物の手引」他 19点
「昭和二十五年国勢調査」（〔国
勢調査協力について礼状〕）
小糸四郎宛「現役入営（団）ニ関スル
示達」（横浜市戸塚区役所）、「応召前
後ニ於ケル経理係申告事項・現役入営
前後ニ於ケル経理係申告事項」2点

〈展示記念講演会「牧野勲と戦後横浜の
文化人たちー牧野薊が語る父　勲」〉

『
横
浜
市
会
会
議
録
』

（
横
浜
市
会
事
務
局
編
、一
九
二
三（
大
正
一

二
）年
～
一
九
四
二（
昭
和
一
七
）年
ま
で『
横

浜
市
会
議
事
速
記
録
』）

横
浜
市
会
会
議
録
は
、
毎
年
行
わ
れ
る
横

浜
市
会
の
定
例
会
（
昭
和
二
七
年
か
ら
年
四

回
）
と
臨
時
会
に
お
い
て
、
協
議
さ
れ
た
議

案
及
び
議
決
、
答
弁
・
議
論
の
内
容
を
記
録

し
た
も
の
で
す
。
会
議
録
に
は
、
出
席
し
た

市
会
議
員
や
市
の
部
局
責
任
者
、
市
長
等
の

氏
名
も
名
簿
で
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
私
た
ち

は
そ
れ
ぞ
れ
の
議
案
に
つ
い
て
、
具
体
的
に

誰
が
質
問
・
答
弁
を
し
た
か
、
ど
の
よ
う
な

議
論
を
経
て
議
決
に
至
っ
た
か
に
つ
い
て
、	

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

会
議
録
に
は
目
次
が
あ
り
、
各
年
の
定
例

会
・
臨
時
会
に
議
案
が
提
出
、
議
決
さ
れ
た

月
日
を
調
べ
て
、
該
当
の
会
議
録
を
探
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

市
会
で
議
論
さ
れ
る
議
案
は
様
々
で
、
予

算
や
条
例
な
ど
の
制
定
・
改
正
、
及
び
横
浜

市
が
行
う
道
路
や
交
通
の
整
備
、
病
院
や
学

校
と
い
っ
た
公
共
施
設
の
設
置
な
ど
、
幅
広

く
取
扱
っ
て
い
ま
す
。
年
代
ご
と
に
取
り
上

げ
ら
れ
る
議
案
を
追
う
こ
と
で
、
時
代
と
と

も
に
横
浜
市
の
移
り
変
り
を
知
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

具
体
的
に
内
容
を
見
て
い
く
と
、
昭
和
初

期
は
市
域
拡
張
の
一
方
で
、
失
業
者
救
済
事

業
の
予
算
制
定
が
度
々
行
わ
れ
て
い
ま
す
。	

ま
た
、
年
を
追
う
ご
と
に
防
衛
費
・
防
空
費

な
ど
軍
事
関
係
の
支
出
が
組
み
込
ま
れ
て
い

き
ま
す
。
昭
和
一
七
年
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
陥

落
上
奏
文
・
祝
賀
文
の
議
定
、「
大
東
亜
戦

争
」
一
周
年
に
際
し
感
謝
文
決
議
、
な
ど
は

戦
時
下
に
あ
る
横
浜
の
姿
を
表
し
て
い
ま
す
。

戦
後
は
食
料
危
機
・
進
駐
軍
接
収
に
関
す

る
意
見
書
が
決
議
さ
れ
、
ア
イ
ケ
ル
バ
ー

ガ
ー
（
横
浜
に
進
駐
し
た
米
第
八
軍
司
令

官
）
閣
下
帰
国
に
対
し
記
念
品
贈
呈
と
い
っ

た
、
占
領
下
に
あ
る
横
浜
の
姿
も
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

昭
和
二
五
年
に
は
、
戦
災
復
興
五
ヶ
年
計

画
が
提
出
さ
れ
、
横
浜
国
際
港
都
建
設
法
も

国
会
可
決
と
な
り
、
復
興
の
息
吹
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
三
〇
年
代

に
は
接
収
解
除
促
進
意
見
書
が
決
議
さ
れ
、	

埋
立
事
業
と
と
も
に
根
岸
線
新
設
の
計
画
が

決
定
し
、
徐
々
に
都
市
横
浜
の
基
盤
が
築
か

れ
て
い
き
ま
す
。

昭
和
四
〇
年
代
に
は
高
速
鉄
道
・
高
速
道

路
建
設
関
連
議
案
が
可
決
、
高
度
成
長
期
と

な
り
ま
す
。
一
方
で
公
害
対
策
局
が
設
置
さ

れ
、
騒
音
防
止
条
例
、
公
害
被
害
者
救
済
事

業
を
実
施
し
、
大
都
市
が
抱
え
る
問
題
に
直

面
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
市
会
の
議
案
・
議
決
は
多

岐
に
渡
り
、
昭
和
の
横
浜
の
歴
史
を
感
じ
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
会
で
論
議

さ
れ
た
生
の
声
を
知
る
こ
と
で
、
議
決
に
至
る

経
緯
や
背
景
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
会
議
録
に
は
各
年
度
の
予
算
及
び

執
行
状
況
が
、
全
項
目
に
渡
っ
て
記
録
さ
れ

て
お
り
、
横
浜
市
会
議
長
・
副
議
長
、
各
委

員
会
選
挙
に
つ
い
て
も
、
全
て
の
回
の
結
果

が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
年
を
追
っ
て

の
調
べ
も
の
に
も
活
用
で
き
ま
す
。

横
浜
市
史
資
料
室
で
は
、
大
正
一
二
年
か

ら
昭
和
五
一
年
ま
で
の
横
浜
市
会
会
議
録
を

所
蔵
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
開
架
に
は
『
横

浜
市
会
史
』、『
横
浜
市
会
の
百
年
』
等
の
図

書
も
あ
り
ま
す
の
で
参
考
と
し
て
ご
活
用
く

だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。	

（
木
許　

文
子
）

◆資料提供のお願い◆  昔の横浜を記録した写真やパンフレット、ポスターなどございましたらぜひご連絡ください。次世代の市民に引継ぎます。
リサイクル適性の表示：紙へリサイクル可　 　  
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●一九三〇年前後の地域振興バザー ●一九三〇年前後の地域振興バザー

て
報
告
式
、
ま
た
、
飛
行
機
に
よ
る
バ
ザ
ー

宣
伝
ビ
ラ
の
散
布
が
予
定
さ
れ
た
（
横
貿
、	

毎
朝
七
・
一
）。
会
場
は
「
三
方
入
口
か
ら

場
内
へ
と
雪
崩
れ
込
む
人
の
波
退
つ
引
き
な

ら
ぬ
程
で
各
商
店
共
に
大
繁
盛
で
あ
っ
た
」、	

「
飾
燈
に
火
が
入
つ
て
の
壮
観
な
る
こ
の
夜

景
に
一
入
の
人
出
で
あ
つ
た
」
と
報
じ
ら
れ

て
い
る
（
横
貿
七
・
二
）。二
日
目
は
、
夜
七

時
か
ら
各
店
選
出
の
仮
装
行
列
が
掃
部
山
公

園
・
雪
見
橋
停
留
所
・
紅
葉
坂
・
伊
勢
町
を

巡
り
、
三
日
目
は
午
後
六
時
三
〇
分
か
ら
の

松
竹
蒲
田
の
女
優
挨
拶
に
「
身
動
き
も
出
来

な
い
見
物
人
の
山
を
作
っ
た
」
と
い
う
（
毎

朝
七
・
三
、
四
）。仮
装
行
列
は
三
三
組
あ
り
、

市
政
記
者
団
が
審
査
し
、
あ
る
少
年
の
「
掃

部
頭
」
が
三
等
と
な
っ
た
。
そ
の
他
の
余
興

も
盛
況
で
、
事
故
も
あ
っ
た
が
概
ね
成
功
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

翌
二
九
年
も
五
月
頃
か
ら
準
備
が
始
ま
り
、

余
興
場
が
三
箇
所
と
な
り
（
銅
像
前
・
児
童

遊
園
地
・
大
谷
家
地
所
内
）、仮
装
行
列
の
審

査
を
松
竹
の
女
優
に
依
嘱
す
る
な
ど
、
規
模

を
拡
大
さ
せ
て
い
た
（
横
貿
五
・
二
六
、六
・

一
五
）。ま
た
、
掃
部
頭
銅
像
を
摸
し
た
人
形

を
乗
せ
た
花
自
動
車
を
六
月
二
九
日
、
三
〇

日
に
市
内
各
所
に
走
ら
せ
て
宣
伝
を
行
っ
た

（
予
定
、
横
貿
六
・
二
九
）。
同
年
は
雨
に
降

ら
れ
た
が
延
長
せ
ず
に
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

三
〇
年
か
ら
は
、
伊
勢
山
皇
大
神
宮
の
例

祭
が
行
わ
れ
る
、
五
月
一
五
日
近
辺
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
年
に
は
「
マ
ネ
キ

ン
ガ
ー
ル
塔　

児
童
遊
園
地
内
中
央
に
塔
を

建
て
適
時
マ
ネ
キ
ン
ガ
ー
ル
登
場
、
出
店
者

又
は
商
品
の
宣
伝
広
告
を
な
さ
し
む
」
な
ど

の
新
し
い
試
み
も
あ
っ
た（
横
貿
四
・
二
二
）。

磯
子
バ
ザ
ー

磯
子
で
は
、
一
九
二
五
年
か
ら
八
月
に
納

涼
花
火
大
会
を
行
っ
て
い
た
。
二
六
年
か
ら

は
市
電
気
局
が
主
催
し
て
い
た（
伊
東
洋『
横

浜
花
火
年
表
』、
二
〇
〇
六
年
）。
二
八
年
に

は
、
こ
の
花
火
大
会
に
合
わ
せ
て
バ
ザ
ー
が

計
画
さ
れ
た
。
場
所
は
磯
子
区
役
所
裏
の
埋

立
地
で
、
花
火
と
横
浜
水
族
館
開
館
に
合
わ

せ
て
、
八
月
五
日
か
ら
七
日
が
予
定
さ
れ
た	

（
横
貿
七
・
一
二
）。同
記
事
で
は
、
水
族
館

開
館
に
合
わ
せ
て
磯
子
の
発
展
を
図
る
催
し

を
と
有
志
に
よ
り
協
議
し
、
バ
ザ
ー
開
催
に

経
験
が
深
い
近
沢
定
吉
磯
子
区
長
を
中
心
に

準
備
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
と
報
じ
て
い

る
。
近
沢
は
、
一
八
八
六
年
生
ま
れ
、
三
二

歳
で
横
浜
市
に
技
師
と
し
て
採
用
さ
れ
る
前

は
商
店
に
勤
め
て
い
た
と
い
う
、
ま
た
、
市

商
工
課
長
も
勤
め
た
（『
浜
・
海
・
道
』）。
七

月
二
〇
日
ま
で
の
出
店
申
込
み
は
一
七
〇
軒

と
な
り
、
そ
の
中
で
水
産
会
の
売
店
は
か
な

り
大
が
か
り
な
も
の
ら
し
い
と
報
じ
ら
れ
た

（
毎
朝
七
・
二
一
）。と
こ
ろ
が
、
花
火
の
日

程
が
八
月
八
日
に
決
ま
り
、
水
族
館
の
開
館

日
も
水
の
濁
り
か
ら
八
日
に
な
る
と
、
バ

ザ
ー
も
八
日
〜
一
〇
日
に
変
更
さ
れ
（
横
貿

七
・
二
九
）、六
日
に
は
、
神
奈
川
県
測
候
所

長
か
ら
天
候
の
意
見
を
聴
い
た
電
気
局
が
一

一
日
に
延
期
と
決
め
、
バ
ザ
ー
と
水
族
館
で

は
一
〇
日
に
繰
り
上
げ
る
よ
う
に
要
望
を
出

し
た
が
、
結
局
、
一
一
日
に
変
更
す
る
こ
と

に
決
め
た
。
し
か
し
、
初
日
の
一
一
日
は
、	

「
泣
き
模
様
が
本
雨
に
な
つ
て
朝
か
ら
の
シ

ク
シ
ク
雨
」
の
天
候
で
「
村
雨
に
寂
し
い
バ

ザ
ー
」（
毎
朝
八
・
一
二
）と
報
じ
ら
れ
た
よ

う
に
、
雨
模
様
で
客
も
少
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
し
か
し
、
夜
の
花
火
は
一
二
〜
三
万	

人
の
人
出
だ
っ
た
と
い
う
。
二
日
目
は
晴
れ

た
の
で
盛
況
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
横
貿

八
・
一
三
）。

翌
二
九
年
に
は
花
火
は
行
わ
れ
た
が
、
バ

ザ
ー
は
行
わ
れ
ず
、
三
〇
年
に
は
花
火
は
無

く
、
バ
ザ
ー
は
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る（『
横

浜
花
火
年
表
』・『
横
浜
市
史
稿
』
風
俗
編
）。

保
土
ヶ
谷
バ
ザ
ー

市
史
稿
で
は
、
鶴
見
・
保
土
ヶ
谷
両
区
で

は
一
九
三
〇
年
か
ら
バ
ザ
ー
を
開
催
し
た
と

あ
る
。
保
土
ヶ
谷
区
の
場
合
、
松
居
久
吉
区	

長
が
天
王
町
の
表
門
振
興
会
・
川
岸
保
盛

会
・
共
栄
会
・
昌
栄
会
の
各
商
業
団
体
に
バ

ザ
ー
協
会
設
立
を
呼
び
か
け
て
実
現
し
た
も

の
で
、
松
居
区
長
は
市
の
勧
業
課
長
を
勤
め

た
人
物
で
あ
っ
た
（
横
貿
五
・
二
九
）。

し
か
し
、
こ
れ
以
前
に
商
業
団
体
に
よ
る

バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
て
い
た
。
二
八
年
に
は
、	

紡
績
表
門
振
興
会
の
主
催
に
よ
り
、
七
月
一

日
〜
五
日
に
行
わ
れ
た
（
横
貿
六
・
二
六
、	

七
・
三
）。二
九
年
に
は
、
振
興
会
・
昌
栄
会

連
合
主
催
で
七
月
一
日
〜
五
日
で
行
わ
れ
た

（
雨
で
七
日
ま
で
延
長
、
横
貿
七
・
二
、
六
）。

三
〇
年
の
バ
ザ
ー
も
、
同
様
の
日
程
で
行

わ
れ
て
い
る
。
保
土
ヶ
谷
の
バ
ザ
ー
の
特
徴

は
、
開
港
記
念
バ
ザ
ー
等
と
異
な
り
、
主
に	

「
居
付
き
の
商
人
が
自
己
の
店
舗
前
へ
出
品

す
る
」
も
の
で
、
地
元
の
商
店
約
二
〇
〇
店
、	

全
市
か
ら
一
〇
〇
店
を
募
集
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
た
（
横
貿
六
・
一
九
、
二
六
）。
ま
た
、	

他
の
バ
ザ
ー
同
様
に
余
興
も
「
盛
り
沢
山
」

に
あ
り
、
同
年
の
掃
部
山
同
様
に
マ
ネ
キ
ン

ガ
ー
ル
に
よ
る
ダ
ン
ス
や
劇
、
各
店
を
廻
っ

て
の
販
売
援
助
な
ど
が
あ
っ
た
（
横
貿
六
・

二
八
）。
初
日
に
は
、「
午
後
に
は
す
つ
か
り

店
並
も
整
つ
て
客
足
も
激
増
、
夜
に
入
つ
て

は
雑
踏
の
巷
と
な
り
」
と
い
う
盛
況
で
あ
っ	

た
（
横
貿
七
・
二
）。二
日
に
は
「
販
売
競
技	

会
」
と
い
う
名
で
、
店
頭
の
装
飾
、
照
明
、	

陳
列
、
値
札
、
説
明
札
、
宣
伝
、
サ
ー
ビ
ス

等
の
審
査
が
行
わ
れ
た
（
横
貿
六
・
二
六
、	

七
・
三
）。褒
賞
授
与
式
の
記
事
で
は
、
従
来

は
店
頭
装
飾
の
審
査
は
行
わ
れ
て
い
た
が
、	

装
飾
・
商
品
陳
列
・
サ
ー
ビ
ス
等
を
詳
細

に
審
査
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
興
味
を

も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。

翌
年
も
最
初
に
書
い
た
よ
う
に
、
横
浜
の

主
要
な
バ
ザ
ー
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

神
奈
川
バ
ザ
ー

一
九
三
〇
年
四
月
一
〇
日
、
神
奈
川
方
面

の
復
興
を
祝
す
る
「
復
興
復
旧
事
業
完
成
祝

賀
会
」（
復
興
祭
）
が
計
画
さ
れ
た
。
同
時
に

神
奈
川
会
館
・
神
奈
川
公
園
の
開
館
・
開
園

の
両
式
も
予
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、

港
北
地
方
の
商
工
業
を
振
興
さ
せ
よ
う
と
の

有
志
に
よ
り
神
奈
川
バ
ザ
ー
協
会
が
設
立
さ

れ
、
四
月
一
〇
日
〜
一
四
日
に
バ
ザ
ー
を
計

画
し
た
（
横
貿
三
・
二
七
）。会
場
は
、
開
園

す
る
神
奈
川
公
園
で
、
小
間
売
店
約
一
五
〇
、	

特
設
店
一
五
で
あ
っ
た
。
バ
ザ
ー
協
会
総
務

柳
下
林
之
助
は
、「
バ
ザ
ー
は
ロ
ー
ズ
物
を
は	

か
す
市
場
だ
と
云
ふ
之
れ
迄
の
悪
評
に
鑑
み

よ
い
品
を
安
く
売
る
主
義
を
尊
重
し
」
出
店

者
を
選
考
、
ま
た
、
不
満
が
あ
っ
た
ら
投
書

が
出
来
る
よ
う
に
鉛
筆
を
付
け
た
投
書
箱
を

五
箇
所
に
設
置
す
る
と
語
っ
て
い
る
（
横
貿

四
・
一
〇
）。初
日
は
、
午
前
九
時
か
ら
開
店

し
、
一
〇
時
か
ら
開
館
・
開
園
式
が
招
待
約

一
〇
〇
〇
人
、
地
元
千
数
百
人
の
列
席
で
挙

行
、
昼
過
ぎ
か
ら
青
木
町
・
神
奈
川
町
連
合

会
主
催
の
園
遊
会
、
午
後
二
時
か
ら
一
般
に

も
開
放
し
た
（
横
貿
四
・
一
一
）。ま
た
、
他

の
バ
ザ
ー
と
同
様
に
神
奈
川
芸
妓
連
の
踊
り

な
ど
の
余
興
も
用
意
さ
れ
、
三
箇
所
の
会
場

で
行
わ
れ
た
（
翌
三
一
年
で
は
公
園
内
・
中

央
市
場
通
・
区
役
所
横
）。ま
た
、
店
頭
装
飾

の
審
査
な
ど
も
あ
っ
た
。

翌
三
一
年
か
ら
は
、
三
〇
年
九
月
に
設
立

さ
れ
た
神
奈
川
経
済
協
会
が
主
催
し
て
、
規

模
を
拡
大
す
る
と
報
じ
ら
れ
た
（
横
貿
三
・

八
）。
同
協
会
は
、「
地
方
経
済
の
振
興
発
展

並
に
会
員
相
互
の
協
調
親
睦
を
図
る
」
目
的

で
組
織
さ
れ
、
三
四
年
で
は
区
長
が
会
長
、	

県
議
・
市
議
が
副
会
長
等
の
役
員
を
占
め
、	

総
務
・
商
工
・
農
芸
の
三
部
を
持
つ
組
織
で

あ
っ
た（『
昭
和
九
年
四
月　

神
奈
川
区
勢
要

覧
』）。
余
興
で
は
、
定
番
の
芸
妓
手
踊
り
・	

レ
ビ
ュ
ー
・
奇
術
等
の
ほ
か
に
、「
美
人
買
物	

競
走
」
が
行
わ
れ
た
。
二
日
目
の
一
一
日
に

行
わ
れ
た
競
走
は
、「
神
奈
川
芸
妓
」
二
人
一	

組
、
計
一
二
組
が
指
定
の
三
三
店
を
巡
っ
て

買
い
物
を
す
る
も
の
で
、
会
館
を
一
時
四
〇

分
に
ス
タ
ー
ト
し
て
一
位
は
二
時
一
六
分
に

演
芸
場
（
余
興
場
）
に
到
着
し
た
（
横
貿
四
・

一
二
）。ま
た
、坂
安
商
店
が
持
ち
込
ん
だ「
ロ

ボ
ッ
ト
」
が
人
気
を
呼
ん
だ
（
横
貿
四
・
九
、

一
〇
）。

翌
三
二
年
は
、
五
月
一
日
〜
五
日
で
行
わ

れ
た
。
こ
れ
は
「
季
節
尚
早
ク
出
店
者
ニ
於

テ
開
期
延
期
ヲ
希
望
ス
ル
モ
ノ
多
キ
為
」
で

あ
っ
た（「
第
三
回
復
興
記
念
神
奈
川
バ
ザ
ー

事
業
成
績
」）。出
店
数
は
「
概
要
」
の
予
定

数
で
は
一
二
〇
小
間
で
あ
っ
た
が
、
実
際
は

不
況
に
よ
り
申
込
み
が
少
な
く
、
一
小
間
に

つ
き
五
円
の
補
助
（
五
円
引
き
）
を
し
て
勧

誘
に
努
め
た
が
半
分
の
六
一
〜
二
小
間
で
、	

売
上
げ
も
「
連
日
好
天
気
ニ
恵
マ
レ
初
日
ヨ

リ
夥
シ
キ
人
出
ヲ
呼
ヒ
タ
ル
モ
財
界
不
況
ノ

為
カ
売
店
ノ
売
上
高
前
年
ニ
比
シ
稍
面
白
カ

ラ
サ
リ
シ
カ
如
シ
」
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。

余
興
も
前
年
と
同
様
に
い
ろ
い
ろ
と
行
わ
れ

た
。
そ
の
中
で
「
美
人
買
物
競
走
」
が
、
今

度
は
選
手
を
神
奈
川
区
内
の
カ
フ
ェ
・
バ
ー

の
「
女
給
」
に
し
て
行
わ
れ
た
。
一
七
人
ず

つ
二
回
行
わ
れ
、
ル
ー
ル
は
コ
ー
ス
に
沿
っ

て
各
町
参
加
店
二
軒
づ
つ
、
合
計
二
〇
点
の

買
い
物
を
し
て
順
位
を
競
う
も
の
で
あ
っ
た

（「
美
人
買
物
競
争
規
約
」）。

そ
の
他
の
バ
ザ
ー

先
に
触
れ
た
鶴
見
は
、
市
史
稿
記
載
の
一

九
三
〇
年
は
確
認
で
き
な
い
。
翌
三
一
年
三	

月
「
バ
ザ
ー
を
語
る
鶴
見
商
人
の
意
気
／
今	

年
は
流
さ
ず
に
実
現
さ
せ
る
」
と
の
記
事
が

あ
り
、
あ
る
商
業
団
体
幹
部
は
、「
一
体
バ
ザ	

ー
は
商
品
の
宣
伝
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ

る
か
ら
多
少
の
犠
牲
は
已
む
を
得
な
い
、
殊

に
鶴
見
町
の
物
価
は
高
い
高
い
と
云
は
れ
て

居
る
際
で
あ
る
か
ら
バ
ザ
ー
を
利
用
し
て
鶴

見
商
人
は
よ
い
品
を
安
く
売
る
と
云
ふ
事
実

を
一
般
に
知
ら
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
語
っ

て
い
る
（
横
貿
三
・
一
一
）。六
月
に
は
潮
田

町
の
有
力
者
三
人
が
発
起
人
と
な
り
、
鶴
見

区
実
業
団
体
協
和
会
後
援
で
潮
田
町
潮
見
橋

近
く
総
持
寺
社
会
館
前
広
場
に
お
い
て
「
鶴

見
発
展
大
バ
ザ
ー
」
を
七
月
一
日
〜
五
日

に
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
報
じ
ら
れ
た

（
横
貿
六
・
一
七
）。他
の
バ
ザ
ー
同
様
に
小

間
出
店
や
余
興
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
翌
年

は
こ
の
潮
田
方
面
の
バ
ザ
ー
は
中
止
と
な
り
、

一
方
で
鶴
見
下
町
商
栄
会
が
主
催
、
鶴
見
区

商
業
団
体
連
合
会
が
後
援
、
六
月
一
日
〜
五

日
の
期
日
で
旧
国
道
本
山
前
通
を
中
心
に
行

わ
れ
た
。
余
興
な
ど
も
他
の
バ
ザ
ー
と
同
様

に
あ
っ
た
が
、
雨
が
降
っ
た
日
が
多
く
八
日

ま
で
延
長
に
な
っ
た
（
横
貿
五
・
二
八
他
）。

三
一
年
に
は
、
野
毛
山
で
も
バ
ザ
ー
が
始

ま
っ
て
い
る
。
野
毛
山
バ
ザ
ー
協
会
（
委
員

長
森
田
伊
助
）
主
催
、
期
間
は
七
月
八
日
〜

一
二
日
、
野
毛
山
公
園
内
の
大
通
り
の
市
長

公
舎
前
か
ら
水
道
公
園
脇
・
老
松
校
通
り
な

ど
に
一
二
〇
余
の
出
店
・
二
五
の
特
設
店
、	

市
長
公
舎
横
と
老
松
小
横
に
余
興
場
を
作
る

予
定
で
あ
っ
た
（
横
貿
六
・
二
四
）。同
年
は

雨
の
た
め
一
六
日
ま
で
延
長
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
戸
塚
町
で
も
始
ま
っ
て
い
る
。

各
バ
ザ
ー
は
、
梅
雨
期
に
か
か
る
も
の
が

あ
り
雨
に
祟
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、	

多
く
の
人
を
集
め
る
こ
と
に
は
成
功
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
出
店
と
い
う
バ
ザ
ー

本
体
だ
け
で
な
く
、各
地
域
の「
芸
妓
」や「
女

給
」
を
動
員
し
た
り
、「
マ
ネ
キ
ン
ガ
ー
ル
」

や
松
竹
の
女
優
を
招
い
た
り
し
て
余
興
に
力	

を
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
花
火
も
ほ
と
ん
ど

の
バ
ザ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る（『
横
浜
花
火
年	

表
』）。一
〜
二
回
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
バ

ザ
ー
も
あ
る
が
、
い
く
つ
か
は
地
域
の
年
中

行
事
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
。

	

（
百
瀬
敏
夫
）
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て
報
告
式
、
ま
た
、
飛
行
機
に
よ
る
バ
ザ
ー

宣
伝
ビ
ラ
の
散
布
が
予
定
さ
れ
た
（
横
貿
、	

毎
朝
七
・
一
）。
会
場
は
「
三
方
入
口
か
ら

場
内
へ
と
雪
崩
れ
込
む
人
の
波
退
つ
引
き
な

ら
ぬ
程
で
各
商
店
共
に
大
繁
盛
で
あ
っ
た
」、	

「
飾
燈
に
火
が
入
つ
て
の
壮
観
な
る
こ
の
夜

景
に
一
入
の
人
出
で
あ
つ
た
」
と
報
じ
ら
れ

て
い
る
（
横
貿
七
・
二
）。二
日
目
は
、
夜
七

時
か
ら
各
店
選
出
の
仮
装
行
列
が
掃
部
山
公

園
・
雪
見
橋
停
留
所
・
紅
葉
坂
・
伊
勢
町
を

巡
り
、
三
日
目
は
午
後
六
時
三
〇
分
か
ら
の

松
竹
蒲
田
の
女
優
挨
拶
に
「
身
動
き
も
出
来

な
い
見
物
人
の
山
を
作
っ
た
」
と
い
う
（
毎

朝
七
・
三
、
四
）。仮
装
行
列
は
三
三
組
あ
り
、

市
政
記
者
団
が
審
査
し
、
あ
る
少
年
の
「
掃

部
頭
」
が
三
等
と
な
っ
た
。
そ
の
他
の
余
興

も
盛
況
で
、
事
故
も
あ
っ
た
が
概
ね
成
功
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

翌
二
九
年
も
五
月
頃
か
ら
準
備
が
始
ま
り
、

余
興
場
が
三
箇
所
と
な
り
（
銅
像
前
・
児
童

遊
園
地
・
大
谷
家
地
所
内
）、仮
装
行
列
の
審

査
を
松
竹
の
女
優
に
依
嘱
す
る
な
ど
、
規
模

を
拡
大
さ
せ
て
い
た
（
横
貿
五
・
二
六
、六
・

一
五
）。ま
た
、
掃
部
頭
銅
像
を
摸
し
た
人
形

を
乗
せ
た
花
自
動
車
を
六
月
二
九
日
、
三
〇

日
に
市
内
各
所
に
走
ら
せ
て
宣
伝
を
行
っ
た

（
予
定
、
横
貿
六
・
二
九
）。
同
年
は
雨
に
降

ら
れ
た
が
延
長
せ
ず
に
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

三
〇
年
か
ら
は
、
伊
勢
山
皇
大
神
宮
の
例

祭
が
行
わ
れ
る
、
五
月
一
五
日
近
辺
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
年
に
は
「
マ
ネ
キ

ン
ガ
ー
ル
塔　

児
童
遊
園
地
内
中
央
に
塔
を

建
て
適
時
マ
ネ
キ
ン
ガ
ー
ル
登
場
、
出
店
者

又
は
商
品
の
宣
伝
広
告
を
な
さ
し
む
」
な
ど

の
新
し
い
試
み
も
あ
っ
た（
横
貿
四
・
二
二
）。

磯
子
バ
ザ
ー

磯
子
で
は
、
一
九
二
五
年
か
ら
八
月
に
納

涼
花
火
大
会
を
行
っ
て
い
た
。
二
六
年
か
ら

は
市
電
気
局
が
主
催
し
て
い
た（
伊
東
洋『
横

浜
花
火
年
表
』、
二
〇
〇
六
年
）。
二
八
年
に

は
、
こ
の
花
火
大
会
に
合
わ
せ
て
バ
ザ
ー
が

計
画
さ
れ
た
。
場
所
は
磯
子
区
役
所
裏
の
埋

立
地
で
、
花
火
と
横
浜
水
族
館
開
館
に
合
わ

せ
て
、
八
月
五
日
か
ら
七
日
が
予
定
さ
れ
た	

（
横
貿
七
・
一
二
）。同
記
事
で
は
、
水
族
館

開
館
に
合
わ
せ
て
磯
子
の
発
展
を
図
る
催
し

を
と
有
志
に
よ
り
協
議
し
、
バ
ザ
ー
開
催
に

経
験
が
深
い
近
沢
定
吉
磯
子
区
長
を
中
心
に

準
備
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
と
報
じ
て
い

る
。
近
沢
は
、
一
八
八
六
年
生
ま
れ
、
三
二

歳
で
横
浜
市
に
技
師
と
し
て
採
用
さ
れ
る
前

は
商
店
に
勤
め
て
い
た
と
い
う
、
ま
た
、
市

商
工
課
長
も
勤
め
た
（『
浜
・
海
・
道
』）。
七

月
二
〇
日
ま
で
の
出
店
申
込
み
は
一
七
〇
軒

と
な
り
、
そ
の
中
で
水
産
会
の
売
店
は
か
な

り
大
が
か
り
な
も
の
ら
し
い
と
報
じ
ら
れ
た

（
毎
朝
七
・
二
一
）。と
こ
ろ
が
、
花
火
の
日

程
が
八
月
八
日
に
決
ま
り
、
水
族
館
の
開
館

日
も
水
の
濁
り
か
ら
八
日
に
な
る
と
、
バ

ザ
ー
も
八
日
〜
一
〇
日
に
変
更
さ
れ
（
横
貿

七
・
二
九
）、六
日
に
は
、
神
奈
川
県
測
候
所

長
か
ら
天
候
の
意
見
を
聴
い
た
電
気
局
が
一

一
日
に
延
期
と
決
め
、
バ
ザ
ー
と
水
族
館
で

は
一
〇
日
に
繰
り
上
げ
る
よ
う
に
要
望
を
出

し
た
が
、
結
局
、
一
一
日
に
変
更
す
る
こ
と

に
決
め
た
。
し
か
し
、
初
日
の
一
一
日
は
、	

「
泣
き
模
様
が
本
雨
に
な
つ
て
朝
か
ら
の
シ

ク
シ
ク
雨
」
の
天
候
で
「
村
雨
に
寂
し
い
バ

ザ
ー
」（
毎
朝
八
・
一
二
）と
報
じ
ら
れ
た
よ

う
に
、
雨
模
様
で
客
も
少
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
し
か
し
、
夜
の
花
火
は
一
二
〜
三
万	

人
の
人
出
だ
っ
た
と
い
う
。
二
日
目
は
晴
れ

た
の
で
盛
況
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
横
貿

八
・
一
三
）。

翌
二
九
年
に
は
花
火
は
行
わ
れ
た
が
、
バ

ザ
ー
は
行
わ
れ
ず
、
三
〇
年
に
は
花
火
は
無

く
、
バ
ザ
ー
は
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る（『
横

浜
花
火
年
表
』・『
横
浜
市
史
稿
』
風
俗
編
）。

保
土
ヶ
谷
バ
ザ
ー

市
史
稿
で
は
、
鶴
見
・
保
土
ヶ
谷
両
区
で

は
一
九
三
〇
年
か
ら
バ
ザ
ー
を
開
催
し
た
と

あ
る
。
保
土
ヶ
谷
区
の
場
合
、
松
居
久
吉
区	

長
が
天
王
町
の
表
門
振
興
会
・
川
岸
保
盛

会
・
共
栄
会
・
昌
栄
会
の
各
商
業
団
体
に
バ

ザ
ー
協
会
設
立
を
呼
び
か
け
て
実
現
し
た
も

の
で
、
松
居
区
長
は
市
の
勧
業
課
長
を
勤
め

た
人
物
で
あ
っ
た
（
横
貿
五
・
二
九
）。

し
か
し
、
こ
れ
以
前
に
商
業
団
体
に
よ
る

バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
て
い
た
。
二
八
年
に
は
、	

紡
績
表
門
振
興
会
の
主
催
に
よ
り
、
七
月
一

日
〜
五
日
に
行
わ
れ
た
（
横
貿
六
・
二
六
、	

七
・
三
）。二
九
年
に
は
、
振
興
会
・
昌
栄
会

連
合
主
催
で
七
月
一
日
〜
五
日
で
行
わ
れ
た

（
雨
で
七
日
ま
で
延
長
、
横
貿
七
・
二
、
六
）。

三
〇
年
の
バ
ザ
ー
も
、
同
様
の
日
程
で
行

わ
れ
て
い
る
。
保
土
ヶ
谷
の
バ
ザ
ー
の
特
徴

は
、
開
港
記
念
バ
ザ
ー
等
と
異
な
り
、
主
に	

「
居
付
き
の
商
人
が
自
己
の
店
舗
前
へ
出
品

す
る
」
も
の
で
、
地
元
の
商
店
約
二
〇
〇
店
、	

全
市
か
ら
一
〇
〇
店
を
募
集
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
た
（
横
貿
六
・
一
九
、
二
六
）。
ま
た
、	

他
の
バ
ザ
ー
同
様
に
余
興
も
「
盛
り
沢
山
」

に
あ
り
、
同
年
の
掃
部
山
同
様
に
マ
ネ
キ
ン

ガ
ー
ル
に
よ
る
ダ
ン
ス
や
劇
、
各
店
を
廻
っ

て
の
販
売
援
助
な
ど
が
あ
っ
た
（
横
貿
六
・

二
八
）。
初
日
に
は
、「
午
後
に
は
す
つ
か
り

店
並
も
整
つ
て
客
足
も
激
増
、
夜
に
入
つ
て

は
雑
踏
の
巷
と
な
り
」
と
い
う
盛
況
で
あ
っ	

た
（
横
貿
七
・
二
）。二
日
に
は
「
販
売
競
技	

会
」
と
い
う
名
で
、
店
頭
の
装
飾
、
照
明
、	

陳
列
、
値
札
、
説
明
札
、
宣
伝
、
サ
ー
ビ
ス

等
の
審
査
が
行
わ
れ
た
（
横
貿
六
・
二
六
、	

七
・
三
）。褒
賞
授
与
式
の
記
事
で
は
、
従
来

は
店
頭
装
飾
の
審
査
は
行
わ
れ
て
い
た
が
、	

装
飾
・
商
品
陳
列
・
サ
ー
ビ
ス
等
を
詳
細

に
審
査
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
興
味
を

も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。

翌
年
も
最
初
に
書
い
た
よ
う
に
、
横
浜
の

主
要
な
バ
ザ
ー
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

神
奈
川
バ
ザ
ー

一
九
三
〇
年
四
月
一
〇
日
、
神
奈
川
方
面

の
復
興
を
祝
す
る
「
復
興
復
旧
事
業
完
成
祝

賀
会
」（
復
興
祭
）
が
計
画
さ
れ
た
。
同
時
に

神
奈
川
会
館
・
神
奈
川
公
園
の
開
館
・
開
園

の
両
式
も
予
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、

港
北
地
方
の
商
工
業
を
振
興
さ
せ
よ
う
と
の

有
志
に
よ
り
神
奈
川
バ
ザ
ー
協
会
が
設
立
さ

れ
、
四
月
一
〇
日
〜
一
四
日
に
バ
ザ
ー
を
計

画
し
た
（
横
貿
三
・
二
七
）。会
場
は
、
開
園

す
る
神
奈
川
公
園
で
、
小
間
売
店
約
一
五
〇
、	

特
設
店
一
五
で
あ
っ
た
。
バ
ザ
ー
協
会
総
務

柳
下
林
之
助
は
、「
バ
ザ
ー
は
ロ
ー
ズ
物
を
は	

か
す
市
場
だ
と
云
ふ
之
れ
迄
の
悪
評
に
鑑
み

よ
い
品
を
安
く
売
る
主
義
を
尊
重
し
」
出
店

者
を
選
考
、
ま
た
、
不
満
が
あ
っ
た
ら
投
書

が
出
来
る
よ
う
に
鉛
筆
を
付
け
た
投
書
箱
を

五
箇
所
に
設
置
す
る
と
語
っ
て
い
る
（
横
貿

四
・
一
〇
）。初
日
は
、
午
前
九
時
か
ら
開
店

し
、
一
〇
時
か
ら
開
館
・
開
園
式
が
招
待
約

一
〇
〇
〇
人
、
地
元
千
数
百
人
の
列
席
で
挙

行
、
昼
過
ぎ
か
ら
青
木
町
・
神
奈
川
町
連
合

会
主
催
の
園
遊
会
、
午
後
二
時
か
ら
一
般
に

も
開
放
し
た
（
横
貿
四
・
一
一
）。ま
た
、
他

の
バ
ザ
ー
と
同
様
に
神
奈
川
芸
妓
連
の
踊
り

な
ど
の
余
興
も
用
意
さ
れ
、
三
箇
所
の
会
場

で
行
わ
れ
た
（
翌
三
一
年
で
は
公
園
内
・
中

央
市
場
通
・
区
役
所
横
）。ま
た
、
店
頭
装
飾

の
審
査
な
ど
も
あ
っ
た
。

翌
三
一
年
か
ら
は
、
三
〇
年
九
月
に
設
立

さ
れ
た
神
奈
川
経
済
協
会
が
主
催
し
て
、
規

模
を
拡
大
す
る
と
報
じ
ら
れ
た
（
横
貿
三
・

八
）。
同
協
会
は
、「
地
方
経
済
の
振
興
発
展

並
に
会
員
相
互
の
協
調
親
睦
を
図
る
」
目
的

で
組
織
さ
れ
、
三
四
年
で
は
区
長
が
会
長
、	

県
議
・
市
議
が
副
会
長
等
の
役
員
を
占
め
、	

総
務
・
商
工
・
農
芸
の
三
部
を
持
つ
組
織
で

あ
っ
た（『
昭
和
九
年
四
月　

神
奈
川
区
勢
要

覧
』）。
余
興
で
は
、
定
番
の
芸
妓
手
踊
り
・	

レ
ビ
ュ
ー
・
奇
術
等
の
ほ
か
に
、「
美
人
買
物	

競
走
」
が
行
わ
れ
た
。
二
日
目
の
一
一
日
に

行
わ
れ
た
競
走
は
、「
神
奈
川
芸
妓
」
二
人
一	

組
、
計
一
二
組
が
指
定
の
三
三
店
を
巡
っ
て

買
い
物
を
す
る
も
の
で
、
会
館
を
一
時
四
〇

分
に
ス
タ
ー
ト
し
て
一
位
は
二
時
一
六
分
に

演
芸
場
（
余
興
場
）
に
到
着
し
た
（
横
貿
四
・

一
二
）。ま
た
、坂
安
商
店
が
持
ち
込
ん
だ「
ロ

ボ
ッ
ト
」
が
人
気
を
呼
ん
だ
（
横
貿
四
・
九
、

一
〇
）。

翌
三
二
年
は
、
五
月
一
日
〜
五
日
で
行
わ

れ
た
。
こ
れ
は
「
季
節
尚
早
ク
出
店
者
ニ
於

テ
開
期
延
期
ヲ
希
望
ス
ル
モ
ノ
多
キ
為
」
で

あ
っ
た（「
第
三
回
復
興
記
念
神
奈
川
バ
ザ
ー

事
業
成
績
」）。出
店
数
は
「
概
要
」
の
予
定

数
で
は
一
二
〇
小
間
で
あ
っ
た
が
、
実
際
は

不
況
に
よ
り
申
込
み
が
少
な
く
、
一
小
間
に

つ
き
五
円
の
補
助
（
五
円
引
き
）
を
し
て
勧

誘
に
努
め
た
が
半
分
の
六
一
〜
二
小
間
で
、	

売
上
げ
も
「
連
日
好
天
気
ニ
恵
マ
レ
初
日
ヨ

リ
夥
シ
キ
人
出
ヲ
呼
ヒ
タ
ル
モ
財
界
不
況
ノ

為
カ
売
店
ノ
売
上
高
前
年
ニ
比
シ
稍
面
白
カ

ラ
サ
リ
シ
カ
如
シ
」
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。

余
興
も
前
年
と
同
様
に
い
ろ
い
ろ
と
行
わ
れ

た
。
そ
の
中
で
「
美
人
買
物
競
走
」
が
、
今

度
は
選
手
を
神
奈
川
区
内
の
カ
フ
ェ
・
バ
ー

の
「
女
給
」
に
し
て
行
わ
れ
た
。
一
七
人
ず

つ
二
回
行
わ
れ
、
ル
ー
ル
は
コ
ー
ス
に
沿
っ

て
各
町
参
加
店
二
軒
づ
つ
、
合
計
二
〇
点
の

買
い
物
を
し
て
順
位
を
競
う
も
の
で
あ
っ
た

（「
美
人
買
物
競
争
規
約
」）。

そ
の
他
の
バ
ザ
ー

先
に
触
れ
た
鶴
見
は
、
市
史
稿
記
載
の
一

九
三
〇
年
は
確
認
で
き
な
い
。
翌
三
一
年
三	

月
「
バ
ザ
ー
を
語
る
鶴
見
商
人
の
意
気
／
今	

年
は
流
さ
ず
に
実
現
さ
せ
る
」
と
の
記
事
が

あ
り
、
あ
る
商
業
団
体
幹
部
は
、「
一
体
バ
ザ	

ー
は
商
品
の
宣
伝
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ

る
か
ら
多
少
の
犠
牲
は
已
む
を
得
な
い
、
殊

に
鶴
見
町
の
物
価
は
高
い
高
い
と
云
は
れ
て

居
る
際
で
あ
る
か
ら
バ
ザ
ー
を
利
用
し
て
鶴

見
商
人
は
よ
い
品
を
安
く
売
る
と
云
ふ
事
実

を
一
般
に
知
ら
し
め
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
語
っ

て
い
る
（
横
貿
三
・
一
一
）。六
月
に
は
潮
田

町
の
有
力
者
三
人
が
発
起
人
と
な
り
、
鶴
見

区
実
業
団
体
協
和
会
後
援
で
潮
田
町
潮
見
橋

近
く
総
持
寺
社
会
館
前
広
場
に
お
い
て
「
鶴

見
発
展
大
バ
ザ
ー
」
を
七
月
一
日
〜
五
日

に
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
報
じ
ら
れ
た

（
横
貿
六
・
一
七
）。他
の
バ
ザ
ー
同
様
に
小

間
出
店
や
余
興
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。
翌
年

は
こ
の
潮
田
方
面
の
バ
ザ
ー
は
中
止
と
な
り
、

一
方
で
鶴
見
下
町
商
栄
会
が
主
催
、
鶴
見
区

商
業
団
体
連
合
会
が
後
援
、
六
月
一
日
〜
五

日
の
期
日
で
旧
国
道
本
山
前
通
を
中
心
に
行

わ
れ
た
。
余
興
な
ど
も
他
の
バ
ザ
ー
と
同
様

に
あ
っ
た
が
、
雨
が
降
っ
た
日
が
多
く
八
日

ま
で
延
長
に
な
っ
た
（
横
貿
五
・
二
八
他
）。

三
一
年
に
は
、
野
毛
山
で
も
バ
ザ
ー
が
始

ま
っ
て
い
る
。
野
毛
山
バ
ザ
ー
協
会
（
委
員

長
森
田
伊
助
）
主
催
、
期
間
は
七
月
八
日
〜

一
二
日
、
野
毛
山
公
園
内
の
大
通
り
の
市
長

公
舎
前
か
ら
水
道
公
園
脇
・
老
松
校
通
り
な

ど
に
一
二
〇
余
の
出
店
・
二
五
の
特
設
店
、	

市
長
公
舎
横
と
老
松
小
横
に
余
興
場
を
作
る

予
定
で
あ
っ
た
（
横
貿
六
・
二
四
）。同
年
は

雨
の
た
め
一
六
日
ま
で
延
長
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
戸
塚
町
で
も
始
ま
っ
て
い
る
。

各
バ
ザ
ー
は
、
梅
雨
期
に
か
か
る
も
の
が

あ
り
雨
に
祟
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、	

多
く
の
人
を
集
め
る
こ
と
に
は
成
功
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
出
店
と
い
う
バ
ザ
ー

本
体
だ
け
で
な
く
、各
地
域
の「
芸
妓
」や「
女

給
」
を
動
員
し
た
り
、「
マ
ネ
キ
ン
ガ
ー
ル
」

や
松
竹
の
女
優
を
招
い
た
り
し
て
余
興
に
力	

を
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
花
火
も
ほ
と
ん
ど

の
バ
ザ
ー
で
行
わ
れ
て
い
る（『
横
浜
花
火
年	

表
』）。一
〜
二
回
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
バ

ザ
ー
も
あ
る
が
、
い
く
つ
か
は
地
域
の
年
中

行
事
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
。

	

（
百
瀬
敏
夫
）
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